
 

  配水管工事標準図  改定の要旨 

ページ 改 定 項 目 主  な  改  定  内  容 

No.13 
 
 
 

No.14 
 
 

No.17 
 
 

No.18 
 
 

No.24 
 

No.26 
 

No.27 
 

No.39 
 
 

参考 No.9 
 

参考 No.10 
 

参考 No.11 
 

No.22 
 

 
 

No.23 
 

 
No.40 

 
 

参考 No.15 
 

参考 No.16 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

プレキャスト製立形制水弁室築造工（呼
び径 400～600）その１ 
 
 
プレキャスト製立形制水弁室築造工（呼
び径 700～800） 
 
プレキャスト製立形バタフライ弁室築造
工（呼び径 400～600） 
 
プレキャスト製立形バタフライ弁室築造
工（呼び径 700・800） 
 
プレキャスト製排水設備工（排水室Ⅱ型） 
 
プレキャスト製排水設備工（排水室Ⅳ型） 
 
プレキャスト製排水設備工（排水室Ⅴ型） 
 
プレキャスト製立形制水弁室築造工（呼
び径 350 以下）その１ 
 
排水設備工（排水室Ⅱ型） 
 
排水設備工（排水室Ⅳ型） 
 
排水設備工（排水室Ⅴ型） 
 
玉押器対応型急速空気弁室築造工 
（口径 75・1０0mm） 
 
 
玉押器対応型急速空気弁室築造工 
（口径 150・2０0mm） 
 
玉押器対応型急速空気弁室築造工斜壁構
造タイプ（口径 75mm）その１ 
 
双口空気弁室築造工（口径 75mm） 
 
双口空気弁室築造工（口径 100～200 
mm） 
 
 
 

○ 開閉軸の深さについて、表記を３００mm 以内
に見直した。 

 
 
○ 同上 
 
 
○ 同上 
 
 
○ 同上 
 
 
○  同上 
 
○ 同上 
 
○ 同上 
 
○ 同上 
 
 
○ 同上 
 
○ 同上 
 
○ 同上 
 
○ 足掛金物の設置位置等は調整ブロックや側塊、転

落防止プレート等の設置状況により異なるため、備
考５の記載等について見直した。 

 
○ 同上 
 
 
○ 同上 
 
 
〇 同上 
 
〇 同上 

※ 次 項 以 降 の 改 定 原 稿 の 赤 書 き が 、 今 回 の 改 定 箇 所 と な り ま す 。 
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